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サポート

次の HP OpenView の Web サイ ト を参照して ください。

http://openview.hp.com/ ( 英語 )
http://www.hp.com/jp/openview/ ( 日本語 )

これらのサイ トには、 HP OpenView の提供する製品、 サービス、 サポートについてのお問い合わせ先や詳細が

掲載されています。 日本語サポートサイ ト を表示するには、 上記英語版サイ トから [ サポート ] をク リ ッ ク し、

[Software Support Online] をク リ ッ ク して ください。 サポートサイ トでは、 お客さまのビジネスの運用に役立つ

対話形式の技術サポート ツールに手早く効率的にアクセスできます。 サポートサイ トでは次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• サポート ケースを登録 / ト ラ ッキングする

• サポート契約を管理する

• HP サポートの問合わせ先を調べる

• 利用可能なサービスに関する情報を確認する

• 他のお客様とのディ スカッシ ョ ンに参加する

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索および登録を行う

サポートの多くでは、 HP Passport へのユーザー登録と ログインが必要です。 また、 サポート契約が必要な場合

もあ り ます。

アクセスレベルに関する詳細は、 次の URL で確認してください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp 

HP Passport ID のご登録は、 次の URL で行ってください。

https://passport.hp.com/hpp2/newuser.do ( 英語 )
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1

概要

Interface Reporting ifEntry Datapipe は、 SNMP の管理対象デバイスから MIB-II ifEntry およ

び ifxEntry データを収集します。 データの収集に加えて、 Interface Reporting ifEntry 
Datapipe は以下の機能も提供します。

• 再インデッ クス化のサポート (Interface Discovery Datapipe に基づく )

• 指定インスタンスのポーリ ング、 インスタンス別ポーリ ングと もいう

• 値が常に 32 ビッ ト を超える大容量カウンタ

• ポーリ ングの設定とネッ ト ワーク ノードマネージャ (NNM) との同期 ( 任意 )

Interface Reporting ifEntry Datapipe は設定不要です。 第 3 章に説明されている設定オプシ ョ ン

は任意です。

バージ ョ ン履歴

追加情報の入手先

本マニュアルに関連する ドキュ メン トには次のものがあ り ます。

バージ ョ ン RNS のバージ ョ ンと日付 OVPI バージョ ン / 拡張機能

1.1 RNS 4.0 - 2003 年 6 月 OVPI 4.5 および 4.6、 Sybase のサポート

2.0 RNS 5 - 2004 年 4 月 OVPI 5.0、 Oracle のサポート

2.0 RNS 6.0 - 2004 年 8 月 変更なし

2.1 RNS 7.0 - 2004 年 11 月 インタフェースの同期の拡張機能 (OVPI および
NNM) - Sybase

ンタフェースの同期化の拡張機能 (OVPI および
NNM) - Oracle

廃棄、 エラー、 および使用率の割合の計算式に対
するマイナー修正
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追加情報の入手先
• 『Interface Reporting ifEntry Datapipe Release Statement 2.1』 ( 英語 )

• 『Interface Discovery Datapipe 2.1 ユーザーガイ ド』

• 『Interface Reporting Report Pack ユーザーガイ ド』

• 『Frame Relay CPE Datapipe 4.0 ユーザーガイ ド』

• RNS 7.0 のリ リース ノート (2004 年 11 月 )

主力製品である OVPI のマニュアルと、 この製品上で動作するレポート機能についてのマ
ニュアルは、 次の Web サイ トからダウンロードできます。

http://www.hp.com/managementsoftware ( 英語 )

[Support]>[ 製品マニュアル ( 英語 )] を選択する と、 「Product manuals search」 ページ ( 英語 ) が表

示されます。 OVPI のマニュアルは [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と表示されま

す。 また、 レポートパッケージ、 データパイプ、 および NNM SPI のマニュアルは、 [Reporting 
and Network Solutions] を選択する と表示されます。

日本語のマニュアルは以下の URL から も入手できます。
http://www.jpn.hp.com/doc/manual/openview/index.html

[Reporting and Network Solutions] の下のマニュアルには、 発行年月が示されています。 マニュア

ルが改訂されて新しいものが公開される と、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号が変わらない場合で
も、 発行年月は変わり ます。 改訂したマニュアルは定期的に公開されるため、 このサイ ト を見て
更新されていないかを確認して、 新版でない可能性のある古い PDF を参照するのは避けてく

ださい。
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2

パッケージのインストール

本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なインス トールのためのガイ ド ラ イン

• パッケージマネージャを使用したパッケージのインス トール

• パッケージの削除

円滑なインストールのためのガイドライン

RNS 7.0 CD には、 NNM 用のコンポーネン ト と OVPI のレポートパッ クが含まれています。

OVPI 用のパッケージのインス トールを選択した場合は、 CD のインス トールスク リプ トによっ

て CD からすべての OVPI パッケージが抽出され、 システムの Packages ディ レク ト リにコピー

されます。 抽出処理が終わる と、 インス トールスク リプ トはパッケージマネージャインス トール

ウ ィザードを起動するよ う要求します。

すでに RNS 7.0 CD から OVPI パッケージを抽出済みの場合は、 OVPI に関連するパッケージは

システムにすべてコピーされているので、 インス トールを開始できます。 パッケージマネージャ

を開始し、 画面の指示に従って Interface Reporting ifEntry Datapipe をインス トールします。

パッケージマネージャを使用する前に、 次のガイ ド ラ インを再確認して ください。

ソフ トウェアの前提条件

Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.1 には、 以下の前提条件があ り ます。

• OVPI 5.0

• OVPI 5.0 に提供されているすべてのサービスパッ ク

• Interface Discovery Datapipe 2.1

サービス  パッ クは次のサイ トからダウンロードできます。

http://openview.hp.com/

Interface Discovery Datapipe を先にインス トールするこ と も、 両方のデータパイプを同時にイ

ンス トールするこ と もできます。
5



Interface Reporting ifEntry Datapipe のインストール
分散環境

分散システムの場合、 インス トールはさ らに複雑になり ます。 ポーリ ングを実行するすべての

OVPI サーバーに Interface Reporting ifEntry Datapipe をインス トールするよ うにして くださ

い。 中央サーバーがポーリ ングを実行しない限り、 中央サーバーには Interface Reporting 
ifEntry Datapipe をインス トールしないでください。

バージ ョ ン 1.1 または 2.0 からのアップグレード

Interface Reporting ifEntry Datapipe にはアップグレード用のパッケージはあ り ません。 バー

ジ ョ ン 1.1 または 2.0 を実行している場合は、 先にパッケージマネージャを起動して現在のバー

ジ ョ ンを削除して ください。 その後、 パッケージマネージャを再起動してバージ ョ ン 2.1 をイン

ス トールします。 

Interface Reporting ifEntry Datapipe のインストール

RNS 7.0 CD を挿入し、画面の指示に従い、 OVPI ソ リ ューシ ョ ンコンポーネン ト を抽出します。 
Windows の場合、 [ メ イン メニュー ] が自動的に開き、 そこに指示手順が表示されます。 UNIX
の場合、 root でログインし、 CD が自動的にマウン ト されない場合は CD をマウン ト し、 CD の

上位ディレク ト リに移動して ./setup コマンドを実行します。 

OVPI パッケージが抽出され、 システムにコピーされる と、 インス トールスク リプ トが OVPI を

起動し、 パッケージマネージャを開始します。 CD からパッケージを抽出したと ころで、 パッ

ケージマネージャインス トールウ ィザードが実行中である場合は、 この手順を手順 4 から始めて

ください。 そ うでない場合は手順 1 から始めてください。 

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: [ 設定 ]>[ コン ト ロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] の順に選択します。

UNIX: root でログインし、 以下のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 [ 管理コンソール ] から [ ツール ]、 [ パッケージマネージャ ] の順に選択します。 パッケージマ

ネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

5 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのインス トール先ディ レク ト リ を受け入れる

か、 必要に応じて別のディ レク ト リ を指定します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 OVPI ユーザー名とパ

スワードを入力します。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

8 次のチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

Interface_Reporting_ifEntry_Datapipe 2.1 
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第 2 章
IRifEntry_Sync_Interfaces

9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 デフォルト値をク リ アし

ます。

10 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

11 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールプロセス ] ウ ィンド ウが開き、 インス トー

ルが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージ
が表示されます。

12 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。 

13 必要があれば、 デバイスに適切なインタフェース識別子グループを再割り当てします。

14 OVPI Timer を再起動します。

Windows: [ 設定 ]>[ コン ト ロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] の順に選択します。

UNIX: root でログインし、 以下のいずれかを入力します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

これで、 Interface Reporting ifEntry Datapipe がシステムにインス トールされました。

パッケージの削除

Interface Reporting ifEntry Datapipe をアンインス トールするには、 以下の手順に従います。

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。 

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

3 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャのインス トールウ ィザードが開

きます。

4 画面に表示されるパッケージの削除手順に従い、 削除する Interface Discovery Datapipe を

選択して ください。 アンインス トールが完了する と、 パッケージの削除完了メ ッセージが表
示されます。

5 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

6 OVPI Timer を再起動します。

Interface Discovery Datapipe も同時にインス トールする場合、 タイプ検出オプ

シ ョ ンの詳細については 『Interface Discovery Datapipe ユーザーガイ ド』 を参

照して ください。 

Interface Discovery Datapipe も インス トールする場合、 OVPI Timer を再起動

する前に適切なインタフェース識別子 index-by グループにデバイスを再割り当

てするこ とが考えられます。 この手順については、 『Interface Discovery 
Datapipe ユーザーガイ ド』 に説明されています。
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3

データパイプの設定

本章では、 次の項目について説明します。

• 設定タスク とその実行方法

• ポーリ ングルールの設定

• Interface Reporting 4.5 に付属のフォームへのアクセス

• プロパティデータのエクスポート と インポート

• ポーリ ングフラグの設定

• インタフェース識別子の変更

• 複数のポーラー用データパイプの設定

設定タスク

次の表は、 各設定タスク とそれを達成するための方法 ( 複数の場合も有 ) とを対応付けています。

タスク 手段

ポーリ ングルールの設定 設定ツール

データフ ィルタ リ ングモードの設定 インタフェースレポーティングの管理 ( フォーム )

準備モードの設定 インタフェースレポーティングの管理 ( フォーム )

メ ッセージレベルの設定 インタフェースレポーティングの管理 ( フォーム )

プロパティデータのエクスポート と イン
ポート

IR 設定ツール

ポーリ ングフラグの設定 1 インタフェースポーリ ングフラグの管理 ( フォー
ム )

2 ポーリ ングポ リシーマネージャ

3 IR Report Pack のプロパティのインポート

4 NNM とのポーリ ングの同期

5 カスタム SQL スク リプ ト
9



ポーリングルールの設定
ポーリングルールの設定

ポーリ ングは、 以下の 5 つのルールのいずれかに従って行われます。

(1) Poll All Active Interfaces( すべてのアクテ ィブなインタフェースをポーリングする )

ifAdminStatus が Active に設定されているすべてのインタフェースをポーリ ングします。

(2) Poll All Interfaces( すべてのインタフェースをポーリングする )

ifAdminStatus またはプロ ト コルに関係なく、 すべてのインタフェースをポーリ ングします ( こ

れは、 Interface Reporting ifEntry Datapipe がインス トールされたと きのデフォルトのルール

です )。

(3) Poll All Active Interfaces with Monitored Protocols( 監視対象プロ ト コルが設定されたすべ

てのアクテ ィブなインタフェースをポーリングする )

デフォルトのルールです。 ifAdminStatus が Active に設定され、 KIR_protocol_config テーブル

でプロ ト コル (ifType) が監視対象と して設定されているすべてのインタフェースをポーリ ングし

ます。 監視の不要なプロ ト コルについては監視を無効にできます。

(4) Poll All Interfaces with Monitored Protocols( 監視対象プロ ト コルが設定されたすべてのイ

ンタフェースをポーリングする )

KIR_protocol_config テーブルでプロ ト コル (ifType) が監視対象と して設定されているすべての

インタフェースをポーリ ングします。 監視の不要なプロ ト コルについては監視を無効にできま

す。

(5) Poll Flagged Interfaces Only( フラグが設定されたインタフェースのみをポーリングする )

ポーリ ングフラグが設定されたインタフェースのみをポーリ ングします。 この設定では、 個別の

インタフェースを収集用に準備できます。 この設定を使用する と、 ポーリ ングを制御して NNM
の 「非管理対象インタフェース」 機能と統合させるこ とができます。 

プロ ト コルの監視の無効化 プロ ト コルデフォルトの変更 ( フォーム )

インタフェース識別子の変更 1 Interface Discovery Datapipe

2 ポーリ ングポ リシーマネージャ

複数のポーラー用データパイプの設定 1 OVPI group_manager
2 OVPI collection_manager

3 ポーリ ングポ リシーマネージャ

タスク 手段

デフォルトのルールは 「Poll All Active Interfaces with Monitored Protocols」
( 監視対象プロ ト コルが設定されたすべてのアクティブなインタフェースを

ポーリ ングする ) です。
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ポーリ ングルールの設定を行うには、 次の手順に従います。

1 システムにログインします。 UNIX の場合は、 root でログインします。

2 コマンド行から IR 設定ツールを起動します。

UNIX:

$DPIPE_HOME/bin/perl $DPIPE_HOME/scripts/IR_Config.pl

Windows:

%DPIPE_HOME%¥bin¥perl %DPIPE_HOME%¥scripts¥IR_Config.pl

[IR Configuration Tool] メ イン メニューが表示されます。 

3 オプシ ョ ン 1 の [Configure Polling] を選択し、 [Enter] を押します。

[Configure Polling] メニューが開き、 現在のポーリ ングルールと、 そのルールが 後に変更

された日時が表示されます。

4 必要なポーリ ングルールのオプシ ョ ンを選択し、 [Enter] を押します。

ポーリ ングルールを実装するデータベースビューが再生成され、 メ ッセージが表示された
後、 再び [Set Polling Rule] メニューが開き、 新しいポーリ ングルールが表示されます。

5 [E] を選択して [Enter] を押し、 前のメニューに戻り ます。

IR 設定ツールのメ イン メニューが開きます。 

6 オプシ ョ ンを選択するか、 [E] を選択し、 [Enter] を押して終了します。

Interface Reporting に付属のフォームへのアクセス

Interface Reporting4.5 に付属のフォームにアクセスするには、 次の手順に従います。

1 [ 管理コンソール ] を起動します。

2 [ オブジェク ト ] アイコンをク リ ッ ク します。 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ウ ィンド ウ

が開きます。 

3 デバイスを選択します。 

[ オブジェク ト固有のタスク ] の下に以下のフォームが表示されます。

• プロ ト コルデフォルトの変更

• インタフェースのプロパティの変更

「Poll Flagged Interfaces Only」 ( フラグの設定されたインタフェースのみを

ポーリ ングする ) ルールを適用する場合、 ポーリ ング対象のインタフェースに

もポーリ ングフラグを設定する必要があ り ます。

デフォルトでは、 すべてのプロ ト コル (ifTypes) が監視され、 すべて

のプロ ト コルのデータが収集されます。 特定のプロ ト コルに関心がな

い場合は、 プロ ト コルデフォルトの変更フォームを使用して収集およ
びレポート を無効にするこ とができます。
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プロパティデータのエクスポート とインポート
• インタフェースのカスタマの変更

• インタフェースの説明の変更

• インタフェースポーリ ングフラグの管理

[ 全般的なタスク ] の下に以下のフォームが表示されます。

• インタフェースレポーティングの管理

フォームの詳細については、 『Interface Reporting Report Pack ユーザーガイ ド』 の第 6 章 「変

更フォームの使用」 を参照して ください。 

プロパティデータのエクスポート とインポート

IR 設定ツールを使用する と、 容易に Interface Reporting Report Pack から既存のプロパティ

データを抽出し、 新しいプロパティデータを Interface Reporting Report Pack にインポートす

るこ とができます。 IR 設定ツールを使用してプロパティデータをエクスポート またはインポート

する と、 データファ イルは、 以下の、 Interface Reporting Report Pack が所有するプロパティ

データのデフォルトディ レク ト リ との間でエクスポート またはインポート されます。

$DPIPE_HOME/data/PropertyData

プロパティデータをエクスポート またはインポートするには、 以下の手順に従います。

1 システムにログインします。 UNIX の場合は、 root でログインします。

2 コマンド行から IR 設定ツールを起動します。

UNIX:

$DPIPE_HOME/bin/perl $DPIPE_HOME/scripts/IR_Config.pl

Windows:

%DPIPE_HOME%¥bin¥perl %DPIPE_HOME%¥scripts¥IR_Config.pl

IR 設定ツールのメ イン メニューが開きます。 

3 オプシ ョ ン 2 の [Export or Import Interface Reporting Property Data] を選択し、 [Enter] を
押します。

[Property Export and Import] メニューが開きます。

4 以下のいずれかを実行します。

エクスポートするには [1. Export Interface Reporting Property Data] を選択します。

インポートするには [2. Import Interface Reporting Property Data] を選択します。

5 終了したら、 [E] を選択して [Enter] を押し、 前のメニューに戻り ます。

[IR Configuration Tool] メ イン メニューが表示されます。 

6 オプシ ョ ンを選択するか、 [E] を選択し、 [Enter] を押して終了します。

ポーリングフラグの設定

ポーリ ングフラグを設定するには、 以下のいずれかの方法で行います。
12
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• インタフェースポーリ ングフラグの管理 ( フォーム )

• ポーリ ングポ リシーマネージャ

• Interface Reporting Report Pack のプロパティのインポート

• NNM の 「非管理対象インタフェース」 ポーリ ング設定との同期

• カスタム SQL スク リプ トの作成

ポーリングポリシーマネージャを使用したポーリングフラグの設定

「Poll Flagged Interfaces Only」 ( フラグが設定されたインタフェースのみをポーリ ングする )
ルールが有効な場合、 Interface Reporting ifEntry Datapipe はメ イン インタフェースプロパ

ティテーブル、 K_IFEntry_Disc.poll_flag_ifEntry でポーリ ングフラグが設定されているインタ

フェースからのみ統計情報を収集します。 ポーリ ングポ リシーマネージャを使用してポーリ ング

フラグを変更するには、 以下の手順を実行します。

1 どのデバイスのどのインタフェースをポーリ ングするか、 またはポーリ ングしないかを確定
します。

2 システムにログインします。 UNIX の場合は、 root でログインします。

3 ポーリ ングポ リシーマネージャを起動します。

4 [ 編集 ]>[ 説明 ...] の順に選択します。 [ 説明の編集 ] ウ ィンド ウが開きます。

5 Property Group で 「K_IFEntry_Disc」 を選択し、 [Rule:] の横にある [Edit...] をク リ ッ ク し

ます。 [ ルールの作成 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

6 ルールを選択または入力します。 たとえば、 高速のインタフェースのみを返すには、
「interface_speed >= 100000000」 を使って [OK] をク リ ッ ク します。

7 [ 結果のインスタンスの表示 ] をク リ ッ ク します。 インスタンスが下のペインに表示されます。

8 返された リ ス トから、 ポーリ ング対象のすべてのインタフェースを選択し、 [ インスタンス値

の編集 ...] をク リ ッ ク します。 [ インスタンスの編集 ] ウ ィンド ウが開きます。

9 [poll_flag_ifEntry] 列を選択し、 1 の値を入力して [Aplply] をク リ ッ ク し、 [ 閉じる ] をク リ ッ

ク して [ 説明の編集 ] ウ ィ ンド ウに戻り ます。

10 [ 結果のインスタンスの表示 ] をク リ ッ ク します。 更新されたインスタンスが下のペインに表示

されます。

11 [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。

12 「Poll Flagged Interfaces Only」 ( フラグの設定されたインタフェースのみをポーリ ングす

る ) ルールがまだ有効化されていない場合は、 こ こで有効にします。

この方式によるポーリ ングフラグの設定は、 Sybase 上の OVPI にのみ適用され

ます。
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ポーリングフラグの設定
プロパテ ィ インポート を使用したポーリングフラグの設定

「Poll Flagged Interfaces Only」 ( フラグが設定されたインタフェースのみをポーリ ングする )
ルールが有効な場合、 Interface Reporting ifEntry Datapipe はメ イン インタフェースプロパ

ティテーブルでポーリ ングフラグが設定されているインタフェースからのみ統計情報を収集しま
す。 [Interface Reporting Property Import] を使用してポーリ ングフラグを設定するには、 以下

の手順に従います。

1 どのデバイスのどのインタフェースをポーリ ングするか、 またはポーリ ングしないかを確定
します。

2 システムにログインします。 UNIX の場合は、 root でログインします。

3 ポーリ ング対象のインタフェースによる新しい Interface Reporting プロパティ インポート

ファ イルを作成するか、 インタフェースがすでに検出済みの場合は、 プロパティ ファ イルを
エクスポート して必要なインタフェースのみを含むよ うに編集します。

4 インタフェースレポーティングの管理フォームを使用して、 データフ ィルタ リ ングモードが
有効になっているかど うかを調べます。 データフ ィルタ リ ングモードがまだ有効化されてい

ない場合は、 こ こで有効にします。

5 手順 3 で生成した Interface Reporting プロパティデータをインポート します。

6 「Poll Flagged Interfaces Only」 ( フラグの設定されたインタフェースのみをポーリ ングす

る ) ルールがまだ有効化されていない場合は、 こ こで有効にします。

NNM との同期化によるポーリングフラグの設定

「Poll Flagged Interfaces Only」 ( フラグが設定されたインタフェースのみをポーリ ングする )
ルールが有効な場合、 Interface Reporting ifEntry Datapipe はメ イン インタフェースプロパ

ティテーブルでポーリ ングフラグが設定されているインタフェースからのみ統計情報を収集しま
す。 このフラグは、 NNM の 「管理対象でないインタフェース」 のポーリ ング設定と同期するこ

とによって設定できます。 NNM では、 ユーザーは、 ユーザーインタフェースを使う方法と、 こ

れに使用する目的で設計された、 特殊なアドオン方式のルールをベースにしたツールを使う方法
の、 2 種類の方法で非管理対象インタフェースを定義できます。 

IRifEntry Sync Interfaces パッケージは、 NNM から管理対象および非管理対象インタフェース

リ ス ト をアップロード し、 管理対象インタフェースについてはポーリ ングフラグを設定し、 非管
理対象インタフェースについてはフラグをク リ アするよ うに設計されています。 このパッケージ

は、 Integration Module の Device Sync パッケージに依存しています。 これらのパッケージの

インス トールに関する詳細は、 『NNM/Performance Insight Integration Module 2.0 User 
Guide』 ( 英語 ) を参照して ください。

IRifEntry Sync Interfaces パッケージをインス トールする と、 次のイベン トが発生します。

準備されたインタフェースのデータのみが収集されるよ うにデータフ ィルタ リ
ングモードが有効になっている場合は、 プロパティ インポート ファ イルに含ま
れている各インタフェースに対して、 ポーリ ングフラグが自動的に設定されま
す。

この方式によるポーリ ングフラグの設定は、 Sybase 上の OVPI にのみ適用され

ます。
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• 管理対象インタフェースおよび非管理対象インタフェースの完全な リ ス トが NNM からダウ

ンロード される。

• インタフェースポーリ ングフラグが (NNM の設定に基づいて ) 設定される。

• 以下の項目に対して OVPI Timer エン ト リが設定される。

— 過去 24 時間以内に管理ステータスが変更されたすべてのインタフェースの日単位の同期

— 月 1 回の完全な再同期

NNM との同期によってポーリ ングフラグを設定するには、 次の手順に従います。

1 Integration Module に付属のパッケージがまだ NNM および OVPI にインス トールされてい

ない場合は、 それらをインス トールします。 

2 IRifEntry Sync Interfaces パッケージがまだインス トールされていない場合は、 こ こでイン

ス トールします。 第 2 章 「パッケージのインス トール」 に説明されている手順に従います。

3 「Poll Flagged Interfaces Only」 ( フラグの設定されたインタフェースのみをポーリ ングす

る ) ルールがまだ有効化されていない場合は、 こ こで有効にします。 

カスタム SQL スクリプ トの作成

ポーリ ングの設定が準備管理システムまたは設定管理システムで保持されている場合は、 カスタ
ム SQL スク リプ ト を開発してポーリ ングフラグを設定します

(K_IFEntry_Disc.poll_flag_ifEntry)。

インタフェース識別子の変更 ( 再インデックス化のサポー

ト )

Interface Discovery Datapipe では、 以下の代替識別子が使用できます。

• ifDescr － index-by-ifDescr ポーリ ンググループによ りサポート

• ifName － index-by-ifName ポーリ ンググループによ りサポート

• ifAlias － index-by-ifAlias ポーリ ンググループによ りサポート

再インデッ クス化を有効にするには、 デバイスで一意の、 固定された代替識別子 (1 つだけの代

替識別子 ) を選択します。 

デバイスを複数のグループに割り当てるこ とはできません。 デバイスあたり 1
つの代替識別子のみが許可されています。
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複数のポーラー用データパイプの設定
Interface Discovery Datapipe に、 特定の種類のデバイスに自動的に代替インタフェース識別子

を割り当てるベンダー固有の OVPI タイプ検出ファイルが含まれている場合は、 一部の選択作業

はすでに完了しています。 次の表に、 デバイスタイプと事前に割り当てられた識別子を示しま
す。

index-by-ifIndex グループはデフォルトのグループです。 GENMIB2IF_Datapipe グループに属

しており、 index-by-ifAlias、 index-by-ifDescr、 または index-by-ifName グループには属さない

すべてのデバイスがこのグループに含まれます。 

インタフェース識別子を変更するには、 以下の手順に従います。

1 各デバイスタイプごとに、 インタフェース識別子を選択します。

2 そのタイプの各デバイスを適切な index-by グループに割り当てます。

a ポーリ ングポ リシーマネージャを起動します。

b [ 編集 ]>[ ポーリンググループ ...] の順に選択します。

c 上のペインで [ 同じタイプのすべてのノード ] を選択し、 下のペインで必要な index-by
グループを選択します。 

d [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

e このグループに割り当てられる ノードを左側のペインで選択し、 [>>] をク リ ッ ク し

てグループの中に移動します。 完了したら [OK] をク リ ッ ク します。

3 必要に応じて、 その他のデバイスタイプおよび index-by グループについても上記の手順を

繰り返します。

デバイスを index-by グループに割り当てる と、 識別子が一意でない場合は、 識別子が重複して

いるこ とを示す次のよ う なメ ッセージが trendlog に挿入されます。 

bcp_gateway,,WARNING,1984,2076,0,"the object [testhost.test.hp.com_AT3/
0] is duplicate for data table rv_ifentry_disc_ifname"

複数のポーラー用データパイプの設定

複数のポーラーで Interface Reporting ifEntry Datapipe を使用するには追加の設定が必要です。

標準のインス トールでは、 1 つのポーラーに対して 8 つのグループと 4 つのポーリ ングポ リシー

が設定されます。 複数のポーラーで使用するには、 追加のポーラーごとに追加のグループおよび

ポーリ ングポ リシーのセッ ト を設定する必要があ り ます。 

デバイスタイプ OVPI タイプ検出によって割り当てられた識別子

Cisco Catalyst スイ ッチ ifName

Cisco ルーター ifDescr

HP ProCurve スイ ッチ (800T を除く ) ifName
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データパイプパッケージには、 2 つのポーラー用の追加のグループおよび収集ポ リシーファ イル

が含まれています。 1 つのデータベースに対して 3 つ以上のポーラーのデータパイプを設定する

必要がある場合には、 以下の手順に従って、 グループファイルとポ リ シーの追加セッ ト を生成し
て ください。

1 OVPI 管理者 (trendadm) と してログインします。

2 Interface Reporting ifEntry Datapipe パッケージのディ レク ト リに移動します。

3 次のコマンドを実行します。

trend_proc -f create_groups_multi_pollers.pro

4 次のコマンドを実行します。

collection_manager -import -file IRifEntry_Collection_Policies_multi_pollers

5 ポーリ ングポ リシーマネージャを起動し、 [ 編集 ]>[ データパイプのインストール ...] を選択しま

す。 

6 [ 作成 ...] をク リ ッ ク して、 新しいポーラーを作成します。 

7 各ポーラーのホス ト名と IP アドレス ( 任意 ) を追加し、 [OK] をク リ ッ ク します。 

8 すべてのポーラーを追加したら、 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して [ データパイプのインス トールの

編集 ] ウ ィンド ウを終了します。

9 左のパネルの [ すべて ] をク リ ッ ク してすべてのポーリ ングポ リシーを表示します。

10 元の if*_Collection ポ リシー ( 名前の末尾に _poller1 または _poller2 がないもの ) を削除し

ます。

11 新しい if*_Collection_poller1 ポ リシーをダブルク リ ッ ク して変更します。 

[ ポーリングの割り当て先 ] 設定を poller1 のホス ト名に変更します。

12 新しい if*_Collection_poller2 ポ リシーをダブルク リ ッ ク して変更します。 

[ ポーリングの割り当て先 ] 設定を poller2 のホス ト名に変更します。

この時点で、 15 分単位のポ リシーは下表のポ リシーのよ うにな り ます。

ポリシー名
収集されるデータのテーブ
ルエイリアス名 収集元のグループ名 ポーリング元

ifAlias_Collection_poller1 xV_IRifEntry_ifAlias ifAlias-poller1 poller1 のホス ト名

ifDescr_Collection_poller1 xV_IRifEntry_ifDescr ifDescr-poller1 poller1 のホス ト名

ifIndex_Collection_poller1 xV_IRifEntry_ifIndex ifIndex-poller1 poller1 のホス ト名

ifName_Collection_poller1 xV_IRifEntry_ifName ifName-poller1 poller1 のホス ト名

ifAlias_Collection_poller2 xV_IRifEntry_ifAlias ifAlias-poller2 poller2 のホス ト名

ifDescr_Collection_poller2 xV_IRifEntry_ifDescr ifDescr-poller2 poller2 のホス ト名

ifIndex_Collection_poller2 xV_IRifEntry_ifIndex ifIndex-poller2 poller2 のホス ト名

ifName_Collection_poller2 xV_IRifEntry_ifName ifName-poller2 poller2 のホス ト名
17



複数のポーラー用データパイプの設定
13 上のペインで [ 編集 ]>[ ポーリンググループ ...]>[ 同じビュー内にあるすべてのノード ] の順に選択

し、 次に下のペインで [poller1] を選択します。 poller1 によって収集される ノードを

[poller1] ビューに割り当てます。

14 上のペインで [ 編集 ]>[ ポーリンググループ ...]>[ 同じビュー内にあるすべてのノード ] の順に選択

し、 次に下のペインで [poller2] を選択します。 poller2 によって収集される ノードを

[poller2] ビューに割り当てます。
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4

グループとポリシー

本章では、 次の項目について説明します。

• ポーリ ンググループ

• ルールベースのポーリ ンググループ

• ポーリ ングポ リシー

• IR_map_p ス ト アドプロシージャ

ポーリンググループ

Interface Reporting ifEntry Datapipe は、 Interface Discovery Datapipe と同じ OVPI ポーリ ン

グ 「タ イプ」 グループを使用します。 ポーリ ンググループは、 再インデッ クス化のサポート を有

効にします。 これらのポーリ ンググループは Interface Discovery Datapipe のインス トール時に

作成されます。

ポーリンググループ 説明

GENMIB2IF_Datapipe MIB-II をサポートするすべてのノードの 上位レベルのグ

ループです。

index-by-ifAlias GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト 。 識別子と

して ifAlias を使用するすべてのノードを含みます。

index-by-ifDescr GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト 。 識別子と

して ifDescr を使用するすべてのノードを含みます。

index-by-ifIndex GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト 。 index-by-
ifAlias、 index-by-ifDescr、 または index-by-ifName グ

ループに属さないすべてのデバイスがこのグループに含ま
れます。 デバイスが別のグループに割り当てられない限り、
デバイスのインタフェース識別子のデフォルト値は ifIndex
です。 このグループの編集は必要あ り ません。

index-by-ifName GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト 。 識別子と

して ifName を使用するすべてのノードを含みます。
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ルールベースのポーリンググループ
index-by-ifIndex グループはデフォルトのグループです。 このグループは、 ポーリ ングの制御よ

り も、 インタフェース識別子と して ifIndex を使用するデバイスを表示します。 このグループは

1 時間に 1 回、 自動的に再生成されるため、 デバイスが別の index-by グループに再割り当てさ

れても、 即座に index-by-ifIndex から消去されない場合があ り ます。 ただし、 index-by-ifIndex
のデータの収集は GENMIB2IF_Datapipe グループ内のデバイスを基にしているため、 デバイ

スは新しい index-by グループからのみポーリ ングされます。 

ルールベースのポーリンググループ

5 つの基本のポーリ ンググループに加えて、 Interface Reporting ifEntry Datapipe は、 基本グ

ループから派生していて、 しかもルールベースのポーリ ングのルールも含む 4 つのグループを追

加します。 

各グループでポーリ ングされるインタフェースの一覧を表示するには、 SQL を使用して上記の

テーブルのデータベースビューから選択します。

グループ名 データベースビュー 説明

ifAlias-all KV_IFEntry_by_ifAlias ポーリ ングルールが割り当てられた
index-by-ifAlias グループから派生。

ifDescr-all KV_IFEntry_by_ifDescr ポーリ ングルールが割り当てられた
index-by-ifDescr グループから派生。

ifIndex-all KV_IFEntry_by_ifIndex ポーリ ングルールが割り当てられ
た、 GENMIB2IF_Datapipe グルー

プに属していて、 index-by-ifAlias、
index-by-ifDescr、 または index-by-
ifName に属さないデバイスから派

生。

ifName-all KV_IFEntry_by_ifName ポーリ ングルールが割り当てられた
index-by-ifName グループから派生。
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第 4 章
ポーリングポリシー

Interface Reporting ifEntry Datapipe の標準のインス トールでは、 4 つの 15 分単位のポーリ ン

グポ リシーのセッ トが、 各 index-by グループごとに 1 つずつ有効になり ます。 複数ポーラーの

サポート を有効にする必要がない限り、 これらのポ リシーを変更する必要はあ り ません。 

Interface Reporting ifEntry Datapipe は、 Interface Discovery Datapipe プロパティテーブル

K_IFEntry_Disc に poll_flag_ifEntry という名前のフラグ列を追加します。 このフラグは、 指定

インスタンスポーリ ングの制御用に準備できます。 

IR_map_p

Interface Reporting ifEntry Datapipe は、 IR_map_p という ス ト アドプロシージャを使用して

収集したデータを Interface Reporting Report Pack に転送します。 IR_map_p は、 raw-to-rate
変換の 後に呼び出されます。 IR_map_p および変換プロシージャは、 上記の 4 つのポーリ ング

ポ リ シーの 後に実行されます。 実行中、 これらのプロシージャはデータが失われないよ うにす

るためテーブルをロ ッ ク します。 その結果、 raw-to-rate ス ト アドプロシージャの 1 つまたは複

数のインスタンスで、 すでにインスタンスが実行中であるこ とを示すロ ッ クエラーが生成される
こ とがよ くあ り ます。 エラーメ ッセージの例を以下に示します。

"Msg 20003, Level 16, State 1:"

"Server ’MYOVPI_SYBASE’, Procedure ’dsi_locks_p’, Line 267:"

"Unable to lock the object ’x_IRifEntryTOR_IRifEntry28_p’."

"Error: raw2rate procedure failed for table xV_IRifEntry_ifindex, database 
MYOVPI_SYBASE.  Exit code=1"

IR_map_p は、 Interface Reporting Report Pack に転送された行数を示す標準の情報メ ッセージ

も生成します。 次に、 例を示します。

IR_map_p: Info: 20420 polled rows were mapped to SRIRdevPorts in 18 seconds.

ポリシー名
収集されるデータのテーブルエイ
リアス名 収集元のグループ名

ifAlias_Collection xV_IRifEntry_ifAlias ifAlias-all

ifDescr_Collection xV_IRifEntry_ifDescr ifDescr-all

ifIndex_Collection xV_IRifEntry_ifIndex ifIndex-all

ifName_Collection xV_IRifEntry_ifName ifName-all
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IR_map_p
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5

ポーリング対象オブジェク トの一覧

以下の表に、 ポーリ ング対象オブジェク トの名前、 識別子、 説明を示します。 表 1( 下の表 ) は、

オブジェク トの一覧を、 ifEntry MIB テーブルのオブジェク ト ID 別に示しています。 表 2(26
ページ ) は、 オブジェク トの一覧を、 拡張 MIB-2 テーブル (ifXTable と もい う ) のオブジェク ト

ID 別に示しています。 

表 1 : ifEntry のオブジェク ト

MIB オブジェク ト名 オブジェク ト ID 説明

ifIndex 1.3.6.1.2.1.2.2.1.1 1 からの ifNumber の値までの、 各インタフェース

の一意の値。 各インタフェースの値は、 少なく と も、

エンティティのネッ ト ワーク管理システムの 1 回の

再初期化から次に再初期化するまでは一定でなけれ
ばなり ません。

ifDescr 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2 インタフェースに関する情報を含むテキス ト文字列。 
この文字列には、 ハード ウェアインタフェースの製
造元メーカー名、 製品名、 およびバージ ョ ンが含ま
れます。

ifType 1.3.6.1.2.1.2.2.1.3 プロ ト コルスタ ッ クにおいてネッ ト ワーク層の直下
にある物理 / リ ンクプロ ト コルに従って区別される、

インタフェースの種類。

ifMtu 1.3.6.1.2.1.2.2.1.4 インタフェース上で送受信可能なデータグラムの
大サイズ。 オクテッ ト単位で指定。 ネッ ト ワーク

データグラムの送信で使用されるインスタンスの場
合は、 インタフェースで送信できるネッ ト ワーク
データグラムの 大サイズです。

ifSpeed 1.3.6.1.2.1.2.2.1.5 インタフェースの現在の帯域幅 ( ビッ ト / 秒 ) の予測

値。 帯域幅が変動しない場合や、 正確な予測が不可

能な場合は、 このオブジェク トには公称帯域幅が含
まれます。
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表 1 : ifEntry のオブジェク ト
ifPhysAddress 1.3.6.1.2.1.2.2.1.6 プロ ト コルスタ ッ クにおいてネッ ト ワーク層の直下
にあるプロ ト コル層のインタフェースのアドレス。 
そのよ う なアド レスがないインタフェース ( シ リア

ルラインなど ) の場合、 このオブジェク トには長さ

がゼロのオクテッ ト文字列が含まれます。

ifAdminStatus 1.3.6.1.2.1.2.2.1.7 求められるインタフェースの状態。 テス ト状態では、

動作パケッ ト を渡すこ とはできません。 状態には、

動作 (1)、 停止 (2)、 テス ト (3) があ り ます。

ifOperStatus 1.3.6.1.2.1.2.2.1.8 インタフェースの現在の動作状態。 テス ト状態では、

動作パケッ ト を渡すこ とはできません。 状態には、

動作 (1)、 停止 (2)、 テス ト (3) があ り ます。

ifLastChange 1.3.6.1.2.1.2.2.1.9 インタフェースが現在の動作状態になった時点の
sysUpTime の値。 ローカルネッ ト ワーク管理サブシ

ステムの初期化以前から、 動作状態が変っていない
場合はこのオブジェク トにゼロの値が入り ます。

IfInOctets 1.3.6.1.2.1.2.2.1.10 インタフェースで受信された総オクテッ ト数 ( フ
レーミ ング文字を含む )。

ifInUcastPkts 1.3.6.1.2.1.2.2.1.11 上位層のプロ ト コルに送信されたサブネッ ト ワーク  
ユニキャス トパケッ トの数。

ifInNUcastPkts 1.3.6.1.2.1.2.2.1.12 上位層のプロ ト コルに送信された非ユニキャス ト
( サブネッ ト ワークブロードキャス ト またはサブ

ネッ ト ワークマルチキャス ト ) パケッ トの数。

ifInDiscards 1.3.6.1.2.1.2.2.1.13 上位層のプロ ト コルに送信されないよ うにするため、
エラーが検出されていなくても廃棄するよ うに選択
された着信パケッ トの数。 このよ うなパケッ トの廃

棄の理由の 1 つと して、 バッファスペースの解放が

あ り ます。

ifInErrors 1.3.6.1.2.1.2.2.1.14 上位層のプロ ト コルへの送信を妨げるエラーが含ま
れていた着信パケッ トの数。

ifUnknownProtos 1.3.6.1.2.1.2.2.1.15 不明なプロ ト コルまたはサポート されていないプロ
ト コルであるために廃棄された、 インタフェース経
由で受信されたパケッ トの数。

ifOutOctets 1.3.6.1.2.1.2.2.1.16 インタフェースから送信された総オクテッ ト数 ( フ
レーミ ング文字を含む )。

ifOutUcastPkts 1.3.6.1.2.1.2.2.1.17 上位のプロ ト コルがサブネッ ト ワークユニキャス ト
への送信を要求したパケッ トの総数 ( 廃棄された り

送信されなかったものも含む )。

MIB オブジェク ト名 オブジェク ト ID 説明
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第 5 章
ifOutNUcastPkts 1.3.6.1.2.1.2.2.1.18 上位のプロ ト コルが非ユニキャス ト ( サブネッ ト

ワークブロードキャス ト またはサブネッ ト ワークマ
ルチキャス ト ) アドレスへの送信を要求したパケッ

トの総数 ( 廃棄された り送信されなかったものも含

む )。

ifOutDiscards 1.3.6.1.2.1.2.2.1.19 送信を妨げるよ う なエラーが検出されていなくても
廃棄するよ う選択された送信パケッ トの数。 このよ

う なパケッ トの廃棄の理由の 1 つと して、 バッファ

スペースの解放があ り ます。

ifOutErrors 1.3.6.1.2.1.2.2.1.20 エラーのために送信できなかった送信パケッ トの数。

ifOutQLen 1.3.6.1.2.1.2.2.1.21 送信パケッ ト キューの長さ ( パケッ ト単位 )。

ifSpecific 1.3.6.1.2.1.2.2.1.22 インタフェースを認識するために使用されている メ
ディア固有の、 MIB 定義の参照先。 たとえば、 イン

タフェースがイーサネッ トによって認識されている
場合、 このオブジェク トの値はイーサネッ ト固有の
オブジェク ト を定義している ドキュ メン ト を参照し
ます。 この情報が存在しない場合、 この値は構文的

に有効なオブジェク ト識別子である、 OBJECT 
IDENTIFIER { 0 0 } に設定する必要があ り ます。 こ

れは構文的に有効なオブジェク ト識別子であ り、
ASN.1 および BER に適合する実装はすべて、 この

値を生成および認識できる必要があ り ます。

MIB オブジェク ト名 オブジェク ト ID 説明
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表 2 : 拡張 MIB-2 のオブジェク ト
表 2 : 拡張 MIB-2 のオブジェク ト

MIB オブジェク ト名 オブジェク ト ID 説明

ifName 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1 インタフェースのテキス ト名。 このオブジェク トの

値は、 ローカルデバイスによって割り当てられたイ
ンタフェース名であ り、 デバイスのコンソールから
のコマンド入力での使用に適している必要があ り ま
す。 デバイスのインタフェース命名構文によって、

「le0」 などのテキス ト名の場合と、 1 などの単純な

ポート番号の場合があ り ます。 ifTable の複数のエン

ト リがま とまって、 デバイスによって命名された 1
つのインタフェースを表している場合は、 それぞれ
のエン ト リの ifName の値が同じになり ます。

ローカル名がない場合、 またはこのオブジェク トが
他に適用できない場合、 オブジェク トには長さが 0
の文字列が入り ます。 

ifAlias 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18 このオブジェク トはネッ ト ワーク管理者によって指
定されたインタフェースのエイ リ アス名であ り、 持
続的に利用できるインタフェースへの 「ハンドル」
と して機能します。

インタフェースが 初にインスタンス化された時点
では、 そのインタフェースに関連付けられている
ifAlias の値は長さがゼロの文字列です。 ネッ ト ワー

ク管理設定操作を通じて ifAlias のインスタンスに値

が書き込まれる と、 ネッ ト ワーク管理システムが再
初期化またはリブート されても、 エージェン トはそ
のインタフェースが次にインスタンス化されるまで
は同じインタフェースに関連付けられている ifAlias
インスタンスに提供された値を保持する必要があ り
ます。

ネッ ト ワーク管理者が WAN インタフェース用にこ

のオブジェク トに格納する値には、 ( 通信事業者の )
回線番号やインタフェースの識別子などがあ り ます。

エージェン トによっては特定の ifType の値を持つイ

ンタフェースに対してのみ、 書き込みアクセスをサ
ポート している場合があ り ます。 このオブジェク ト

に対して書き込みアクセスをサポート しているエー
ジェン トは、 安定した記憶領域に値を保存する必要
があ り ますが、 すでに他のインタフェースの現在の
値によって占有されている記憶領域の量によっては、
新しい値の長さが制限される場合があ り ます。

ifHCInOctets 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.6 インタフェースで受信された総オクテッ ト数 ( フ
レーミ ング文字を含む )。 このオブジェク トは

ifInOctets の 64 ビッ トバージ ョ ンです。
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ifHCInUcastPkts 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.7 このサブレイヤーのマルチキャス ト アドレスまたは
ブロードキャス ト アド レスにアドレス指定されな
かった、 このサブレイヤーから上位の ( サブ ) レイ

ヤーに送信されたパケッ トの数。 このオブジェク ト

は ifInUcastPkts の 64 ビッ トバージ ョ ンです。

ifHCInMulticastPkts 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.8 このサブレイヤーのマルチキャス ト アドレスにアド
レス指定された、 このサブレイヤーから上位の ( サ
ブ ) レイヤーに送信されたパケッ トの数。 MAC レイ

ヤープロ ト コルの場合、 これには Group アドレス と

Functional アドレスの両方が含まれます。 このオブ

ジェク トは ifInMulticastPkts の 64 ビッ トバージ ョ

ンです。

ifHCInBroadcastPkts 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.9 このサブレイヤーのブロードキャス ト アド レスに
アドレス指定された、 このサブレイヤーから上位
の ( サブ ) レイヤーに送信されたパケッ トの数。 こ
のオブジェク トは ifInBroadcastPkts の 64 ビッ ト

バージ ョ ンです。

ifHCOutOctets 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.10 インタフェースから送信された総オクテッ ト数 ( フ
レーミ ング文字を含む )。 このオブジェク トは

ifOutOctets の 64 ビッ トバージ ョ ンです。

ifHCOutUcastPkts 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.11 上位のプロ ト コルがサブネッ ト ワークユニキャス ト
への送信を要求したパケッ トの総数 ( 廃棄された り

送信されなかったものも含む )。 このオブジェク トは

ifOutUcastPkts の 64 ビッ トバージ ョ ンです。

ifHCOutMulticastPkts 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.12 このサブレイヤーのマルチキャス ト アドレスにアド
レス指定された、 上位のプロ ト コルが送信を要求し
たパケッ トの総数 ( 廃棄されたり送信されなかった

ものも含む )。 MAC レイヤープロ ト コルの場合、 こ

れには Group アドレス と Functional アドレスの両

方が含まれます。 このオブジェク トは

ifOutMulticastPkts の 64 ビッ トバージ ョ ンです。

ifHCOutBroadcastPkts 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.13 このサブレイヤーのブロードキャス ト アド レスにア
ド レス指定された、 上位のプロ ト コルが送信を要求
したパケッ トの総数 ( 廃棄されたり送信されなかっ

たものも含む )。 このオブジェク トは

ifOutBroadcastPkts の 64 ビッ トバージ ョ ンです。

MIB オブジェク ト名 オブジェク ト ID 説明
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表 2 : 拡張 MIB-2 のオブジェク ト
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